
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Integrated Arts and Sciences〉 Regional Sciences (Master’s Degree) — Environmental Symbiosis Studies [⇒Japanese]

情報科学 2 units (compulsory) 1st-year(1st semester), 2nd-year(1st semester)

Atsuya Yoshida · Professor / Community Development Studies, Regional Sciences, Hidekazu Kakei ·Associate Professor / Community Development Studies, Regional Sciences

Motohiro Ishida ·Associate Professor / Community Development Studies, Regional Sciences

Target〉 大量の情報とデータにあふれる現代社会において，情報科学を諸科学の
総合としてとらえる視点を習得する．

Outline〉 この講義では，始めに初期の情報科学のテーマと課題，また諸科学に
浸透していった過程を紹介する．さらに，今世紀に入り情報科学が急速に発
展と膨張を続け，その理論や技術が我々の社会や生活の隅々にまで浸透して
いる現状を，具体例に基づいて考察する．最後に地域社会や個人ユーザーの
立場から，情報技術を応用あるいは発展させていくための課題を検討する．

Keyword〉 media environment, Web 2.0, data mining, text mining, interface
Notice〉 最新の技術動向を知るために必要と思われる文献 (主に英文)の輪読も
適宜取り入れて授業を進める．

Goal〉 履修者各自が ICTが基盤となった社会に貢献するための基礎的教養を身
につける．

Schedule〉
1.ガイダンス
2.「情報」に於ける主観と客観 Shannonの情報理論
3.情報化社会の次の社会 メディアリテラシー
4.ネットワークが形成する集団秩序 創発
5.情報環境に於けるアーキテクチャ
6.検索エンジンと言語テキスト
7.大量データ時代の情報処理
8.データの探索的解析の幕開け
9.新しい確率主義

10.ヒューマン・コンピュータ技術
11.人間中心主義の設計
12.認知科学とその応用
13.社会的インタフェース
14.実世界指向インターフェイス
15.総括
16.試験

Evaluation Criteria〉 授業貢献及び試験
Re-evaluation〉 実施せず
Textbook〉 授業中に適宜指示

Reference〉 授業中に適宜指示
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218054
Contact〉
⇒ Kakei (マルチメディア B棟 206, +81-88-656-7166, kakei@ias.tokushima-

u.ac.jp) Mail (Office Hour: 水曜5・6)
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